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はじめに
前記事の海産生物全般の調査とともに，海生研は

海水及び海底土について，全国の原子力発電所前面
海域を対象として，昭和58年度から36年間海洋放射
能モニタリングを継続してきました。平成23年3月の
東京電力（株）（現：東京電力ホールディングス（株））
福島第一原子力発電所の事故に伴い，東日本太平洋
側の海域において事故直後に海水から事故起源の放
射性物質が検出されたことを契機に，平成23年度か
ら福島県沖合を中心とした海洋放射能モニタリング
も併せて対応することとなりました。

本報告では，海生研が36年間にわたって実施して
きた海水及び海底土に関する長期的な調査結果と福
島県沖合で実施してきた海洋放射能モニタリングに
ついて紹介します。
海洋環境モニタリングの結果

調査対象海域は全国15海域の原子力発電所等周
辺海域及び核燃料（原子燃料）サイクル施設沖合海域
です（前記事（海産生物全般について）の図1参照）。
対象とした放射性核種は，海水や海底土あるいは発
電所等周辺海域と核燃料サイクル施設沖合海域で異
なりますが，ここでは日本周辺の海洋環境のうち，海
水と海底土に含まれる137Csの放射能濃度の長期的
推移を図1と図2に示しました1）。

なお，核爆発実験や原子力発電所等の運転により
生成する人工放射性核種のうち，比較的半減期の長
いトリチウム（3H:約12年），ストロンチウム-90（90Sr:
約29年），放射性セシウム（134Cs：2.1年，137Cs：
30.1年）及びプルトニウム-239+240（239+240Pu:そ
れぞれ，約2.4万年と6546年）については，事業成果1）

として取りまとめるとともに，その調査結果について
別誌等で公表してきました2）〜6）。

調査を開始した昭和58年度には過去の大気圏核爆
発実験に由来する137Csがすでに存在し，その放射能

濃度は一時的な変動はあるものの，時間の経過ととも
に減少し，平成22年度までの期間で半減する時間を
見積もったところ，概ね海水で17〜20年，海底土で
30年でした2）。平成23年度以降には事故の影響を受
け，一時的な上昇などが見られましたが，事故から8年
を経過した現在では，海水では事故前の放射能濃度
にほぼ等しく（図1），海底土では福島海域を中心とした
海域で1桁程度高い放射能濃度になっています（図2）。

図１ 全国15海域で採取した海水試料に含まれる137Csの
放射能濃度の長期的推移1）（△は134Csを含む可能性
のある結果を示す）

図2　全国15海域で採取した海底土試料に含まれる137Csの
放射能濃度の長期的推移1）

海生研報告会2019
海洋環境・水産物の放射能の推移 －事故後8 年を経過して－より

海水・海底土について
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福島第一事故後の海洋放射能モニタリング
福島県沖合を中心に，東電福島第一原発の10km圏

内から概ね300kmまでに至る海域で事故直後から得ら
れた137Csの放射能濃度の推移を図3に示しました1）。

また，概ね30km圏外の沖合測点で採取した海底
土（表層3cm）に含まれる137Csの放射能濃度の推移
を図4に示しました1）。

海水に含まれる137Csは10km圏内を除けば，ほぼ
事故前の放射能濃度レベルであること，また海底土
については事故前の放射能濃度レベルよりも高いも
のの着実に減少していることが確認できます。

まとめ
海水と海底土に含まれる137Csについて長期的推

移をもとに，東電福島第一原発事故に係る福島県沖

合を中心としたモニタリング結果を紹介しました。昭
和58年度からの継続した調査結果は国際的にも重要
な基礎データとして認められています5)〜7）。福島県
沖合を中心とした海洋環境放射能レベルは，概ね事
故以前と変わらないと考えられる一方，海底土につ
いては今だ事故の影響が多少なりとも確認できる状
況です。グラフ上のプロットは小さい点ですが，その
各点は大きな意味を持つことを深く認識してその推
移を見守っていきます。
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図4　福島県沖合を中心とした海域で採取した海底土に含ま
れる137Csの放射能濃度の推移1）

図3　福島県沖合を中心とした海域で採取した海水に含まれ
る137Csの放射能濃度の推移1）




